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Ⅰ．はじめに

近年，社会の国際化・グローバル化を反映し，大学に

おける看護学教育においても国際保健や看護に関する教

育の重要性が指摘されている．「大学における看護系人

材養成の在り方に関する検討会　最終報告（2011）」で

は，学士課程においてコアとなる看護実践能力の一つに

「社会の動向を踏まえて看護を創造するための基礎とな

る能力」が含まれ，その中に「グローバリゼーション・

国際化の動向における看護の在り方について理解でき

る」ことが卒業時到達目標として示されている．本学看

護学部の教育理念「温かな心を育む教育を基盤として，

変化する社会の健康ニーズにコミュニティの観点から柔

軟に対応し，だれもが安全・安心・安寧に生活していけ

る社会と人々の健康に積極的に関与していける自立した

看護職を育成し，看護学の発展を通して，人類の福祉に

貢献する」を構成する 5 つの教育目標のひとつにおいて

は，「固有の文化を尊重し，すこやかな社会を創造する

人を育む」ことが掲げられ，対象者の背景となる様々な

文化を理解し尊重できることが目標としてあげられてい

る．看護職にとって，異なる文化を尊重できることは倫

理的な意義も有する．日本看護協会による「看護者の倫

理綱領」の条文２において，「看護者は，国籍，人種・

民族，宗教，信条，年齢，ライフスタイル，健康問題の

性質にかかわらず，対象となる人々に平等に看護を提供

する」ことが明記されている．「文化とは人々がどのよ

うに生きているかを表したものであり，それを均質にし

かも固定的にとらえることはできない（黒木，2014）」

ものであり，多様に異なる文化を持つ人々を理解する教

育的な機会が学生に提供されることは重要といえる．

本学部における国際交流推進委員会の業務には，学

部の国際交流推進に関する活動が含まれており，委員

会活動を通してこの教育目標の達成に貢献していくこ

とが求められている．本学部は平成 27 年 4 月に開設し

たばかりであり，国際交流推進委員会として看護学部

生のニーズを反映した活動を模索している．そのため，

本学看護学部生の国際的活動に関する意識や期待，活

動の実態を明らかにし，看護学部における国際的活動

の方向性を検討すること，それらの結果をもとに国際

的な学びができる学習環境を整えることを目的に質問

紙調査を実施した．
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Ⅱ．方法

１．調査方法と対象者

本学看護学部 1 年生 86 名を対象に調査を行った．全

員が履修している授業終了後に，欠席者を除く 83 名に

対し，無記名式質問紙を配布した．授業担当ではない教

員が調査の意図を説明した．記入後の質問紙は，学生自

らが教室とは別の場所に設けた回収ボックスに入れるこ

とができるようにし，誰が回答したかは分からないよう

にした．調査時期は 2015 年 7 月であり，配布から回収

まで 1 週間の期間を設けた．

２．調査内容

調査項目については，看護学部の国際交流推進委員に

より検討を行った．調査内容は，基本的な情報および国

際的活動に関するものから構成した．前者は，年齢，学年，

使用可能な言語，国際的活動に関連する資格（英検など）

の 4 項目を含む．後者は，国際的活動への関心の有無と

その理由，渡航経験，外国人の友人の有無，大学以外で

学習している言語，本学全学部の学生を対象にした海外

研修について，国際的活動に関わる上での支障，今後参

加したい国際的活動，海外での研修に参加する場合の捻

出可能な費用，参加可能な期間，関心を持っている国・

地域とその理由，本学の国際的活動に関して大学に期待

することの 11 項目から成る．

３．分析方法

選択式回答質問に関しては，各変数について記述統計

値を算出した．分析には SPSS（version21）を用いた．

自由回答式質問に関しては回答の意味内容の類似性に基

づき分類した．

４．倫理的配慮

本調査の実施にあたって，調査依頼用紙に目的，方法，

倫理的配慮を記載した．倫理的配慮として，調査への

協力は自由意思であること，回答しなくても成績評価

などには関係せず不利益を被ることはないことを明記

した．プライバシーの保護として，質問紙は無記名式

とした．質問紙への回答をもって研究参加への同意を

得たものとした．データの処理については，年齢や海

外渡航歴など個人の特性や経験に関するデータはそれ

ぞれの質問項目における分析のみとし，個人が特定さ

れないよう配慮した．

Ⅲ．結果

１．対象者の概要

回収した質問紙は 35 部（回収率 42％）であった．学

年は 1 年生のみであり，年齢構成は 18 歳が 21 名（60％），

19 歳が 14 名（40％）であった．使用可能な言語につい

て 11 名（31％）が英語と回答した．国際的活動に関連

する資格では，17 名（49％）が英検の資格を有し，5 名

表１　関心のある国際活動　（n=24, 複数回答 ) 

表２　国際活動に関心がない理由　（n=11)
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が準 2 級，3 名が 2 級を取得していた．

２．国際的活動に関して

１）国際的活動への関心の有無

国際的活動について，関心があると回答した学生は

24 名（69％）であり，具体的な国際的活動としては，

留学・研修旅行や語学の勉強に関するもの，青年海外協

力隊や国境なき医師団，ユニセフ，貧しい子どもへの医

療活動など海外での医療活動に関するもの，歴史や文化

に触れる活動に関するものに大別された（表１）．関心

がないと回答した学生は 11 名（31％）であった．その

理由（表２）には，英語が苦手，コミュニケーションが

とれないなどコミュニケーションに関する理由（4 名），

国際的な活動に触れ合う機会がなかったので興味がな

い，国内で活動していたい，あまり海外にでたいと思わ

ないなど国際的活動や外国に関心がない者（3 名）があ

り，コミュニケーションに困難を感じていることや国際

的な活動に関わる機会の不足があげられていた．また，

「今，忙しいから」と時間的余裕がないことも理由にあ

がっていた（1 名）．

２）渡航経験の有無

外国へ渡航した経験を持つ者は 12 名（34％）であった．

渡航先はアメリカやアジアが多く，主な目的は修学旅行

や家族旅行であった．オーストラリアにホームステイを

目的として 1 か月滞在した者もいた．

３）外国人の友人について

外国人の友人がいると回答した者は 8 名（23％）であ

り，ほとんどの者はいなかった．いないと回答した者の

うち，20 名（57%）が今後外国人の友人を作りたいと考

えていた．

４）大学以外で学んでいる言語

大学以外で学んでいる言語があると回答した者は 5 名

（14％）であり，主に英語を学んでいた．英語以外では

1 名が韓国語を学んでいた．ないと回答した者は 29 名

（83％）であり，ほとんどの学生が学外での外国語の習

得に関する活動はしていなかった．

５）学内の海外研修に関して

学内の海外研修に関する説明会を知っているかどうか

について，6 名（17％）の学生が知っていると回答した．

この 6 名のうち，参加したことがある者はいなかった．

知らないと回答した者は 28 名（80％）であり，ほとん

どの学生は学内で説明会があることを知らなかった．学

内の海外研修プログラムの参加希望（表３）について，

はいと回答した者は 15 名（43％）と約 4 割を占めた．

記載された理由は主に外国に興味があることと関連して

おり，その内容として，海外を見たい・興味がある・文

化に触れたい（6 名），海外で勉強したい（2 名），海外

の医療への関心（2 名），言語習得への希望（1 名）など

があげられていた．参加したいがどのようにしたら良い

かわからないとの意見もあった（1 名）．

一方，半数（19 名）の学生は参加を希望していなかっ

た．その理由として，忙しく余裕がないこと（7 名）が

最も多く，「看護のカリキュラムだと難しいと思う」「他

にもっとやることがある」との意見があった．その他に

は経済的負担（3 名），興味がない（2 名），英語ができ

ない（2 名），面倒くさい（1 名）などの意見があった．

表３　学内の海外研修プログラムの参加希望と国際活動への支障理由
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６）国際的活動に関わる際の支障

国際的活動に関わる際の支障についてあると回答した

者は 11 名（31％）であった．その理由としては，語学

に関するものが 7 名と最も多く，次いで経済的理由 3 名，

家族の心配 1 名，文化の違い 1 名であった．これらの理

由の順位は，学内の海外研修プログラムへの参加への希

望の有無で比較すると違いがみられた（表３）．参加を

希望する学生で支障があると回答した学生 4 名のうち，

最も多かったのは経済的理由（2 名），次いで言語・文化（1

名），家族の心配（1 名）であった．一方，参加を希望

しない学生で支障があると回答した学生 7 名で，言語（6

名）をあげた者が最も多く，経済的理由は 1 名であった．

７）参加してみたい国際的活動（図１）

最も多くあげられた活動はホームステイ（22 名）で

あり，次いでボランティア（18 名），病院見学（16 名）

であった．大学訪問（11 名）や語学留学（10 名）もあ

げられた．しかし，国内での異文化交流，国際保健医療

の学習会や学会，講演会などは参加したいと回答する学

生は少なかった．

８）海外研修参加に捻出することが可能な費用

捻出可能な研修費用（図２）では，半数を占める 18

名（51％）が 9 万円以下，次いで 12 名（34％）が 10 ～

19 万円と回答した．約 9 割の学生において 19 万円以下

が捻出可能な範囲であった．3 名（9％）が 20 ～ 29 万

円と回答した．その他と回答した 2 名のうち 1 名は「分

からない」と記載した．

９）海外研修に参加することが可能な期間

研修参加に可能な期間（図３）として最も多かったの

は，1 ～ 2 週間であり，17 名（48％）の回答者数であっ

た．次いで 9 名（26％）が 1 週間以内，4 名（11％）が

2 ～ 3 週間と回答した．

10）関心のある国や地域

最も関心のある地域（表４）はヨーロッパ地域（19 名）

であり，イギリス，フランス，ドイツ，イタリアなどが

あげられていた．次いでアメリカやカナダなどの北米地

域（10 名）があがっていた．アジア（6 名）やオセアニ

ア（6 名）にも関心が示された．アフリカ地域は 1 名で

あり，中東地域は 0 名であった．行きたい理由としては，

図１　参加してみたい国際活動（複数回答あり）

図２　海外研修参加に捻出可能な費用 図３　海外研修に参加可能な期間
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観光地への訪問，現地の食べ物への好奇心，現地の医療，

治安の良さなど多岐にわたっていた．

11）大学の国際的活動に関して期待すること

本学に期待する国際的活動に関して最も多かった意見

は，海外に行くことに関する活動であり（6 名），アメ

リカやドイツ等医療が発展しているところに行きたい（2

名），看護学部独自の内容にして欲しい（外国の病院に

行く・他の大学がしているようなもの）（1 名）等の記

述がみられた．また，金銭面での補助への希望（1 名）

も述べられた．看護系の国際連携（1 名）との意見もあり，

前述の「看護学部独自の内容にしてほしい」との意見と

共に，看護学部である特徴を生かした活動への期待が述

べられていた．

Ⅳ．考察

１．看護学部学生が抱く国際的な活動への関心

今回の調査では 35 名中，約 7 割を占める 24 名が国際

的活動に関心があると回答した．しかし，回収率は 42%

と半数以下であることから，学生全体としては調査への

関心は高くなかった可能性がある．今回の回答には国際

的活動に関心を持つ学生が積極的に調査に協力したこと

が考えられる．看護学部全学生数からみると関心がある

と回答した 24 名の割合は 28％となる．全体的には約 3

割の学生が国際的活動に関心を持つと推測される．他大

学の看護学部学生の国際活動に関する意識調査では，国

際交流や海外の看護事情に関心があると答えた学生（対

象者数 124 名，回収率 35.6％）は 70.2％との報告があ

り（西頭ら，2014），本学における調査結果と類似した

結果がみられている．また，濱畑ら（2004）の同様の調

査（対象者数 330 名，回収率 95.7％）では約 5 割の学生が，

将来看護職として保健・看護活動やボランティア活動を

通した国際交流を希望していると回答している．これら

の調査では対象者は 1 年生から 4 年生までであり，異文

化や国際保健に関連した科目を受講した学生も含まれて

いるため，本学の対象者とは特性が異なる面もある．そ

の点も考慮した上での参考とするならば，本学において

国際的活動に関心を持つ学生が約 3 割であることは，他

大学との比較において大きな違いはなく平均的な割合で

あると考えられる．

関心のある国際的活動について，国際保健医療活動（青

年海外協力隊，国境なき医師団，ユニセフ，貧しい子ど

もへの医療活動）および留学・研修の２つに大別できた．

留学・研修については，歴史や文化に関する学びや交流，

語学の学習への関心がみられた．また，学生が参加した

いと思う国際的活動に関しては，ホームステイが最も多

く，次いでボランティア活動，病院見学であった．現地

の生活文化や医療を知ることや実際に自らを活かして行

表４　関心のある国・地域とその理由　（（　）は人数　複数回答あり）
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動することへの希望があることが分かった．看護学を学

ぶ学生であることから海外の医療にも関心を示しつつ，

外国の歴史や文化，生活体験など幅広い関心があること

が分かった．これらについても，今後の学内や学外にお

ける国際交流推進活動の企画を検討する際の参考として

いく必要がある．学士課程における卒業時到達目標とし

て「グローバリゼーション・国際化の動向における看護

の在り方について理解できる」ことが示されており（文

部科学省，2011），授業以外の学生生活においても国際

交流に関する機会があることは，看護学部の学生がこれ

らの能力を養う上で有用と考える．

留学や研修については，看護学部の学生も志願できる

本学の学生を対象にした海外研修プログラムが既に存在

する．学内の研修プログラムには 15 名（43％）が参加

したいと考えていた．しかし，学内で実施されている海

外研修説明会について知っていたのは 6 名（17％）であ

り，28 名（80%）の学生が知らないと回答した．学生は

学内における研修についてよく把握しないまま，活用で

きていない可能性が考えられる．既存の海外研修プログ

ラムについて学内説明会の実施方法や周知方法の工夫な

ど学生に情報が届くよう検討する必要がある．また，今

年度ポートアイランドキャンパスにおいて，教員や学生

による国際ランチタイム報告会を国際交流推進委員会に

より実施した．報告会では学内の海外研修プログラムに

参加した他学部の学生報告もあり，このような機会を定

期的に設けることは，学生が研修内容についても情報を

得る機会になると考える．看護学部学生にとっての参加

しやすさについて，実際には他学部と看護学部ではカリ

キュラムが異なり，参加できる研修は限定される現状が

ある．また，研修内容は語学や異なる文化に関する研修

であり一般的な内容となっている．今回の回答からは研

修内容として，海外の医療や看護ケアに関することへの

興味が示された．そのため，海外の医療や看護を学ぶ内

容を含んだ海外研修プログラムを看護学部で企画するこ

ともニーズがあると考えられる．

一方，国際的活動に関心がない理由として，「国際的

な活動に触れ合う機会がなかったので興味がない」とい

うものがあった．学内においても日常的に国内外におけ

る異文化に関連する事柄について知る機会を設けること

は，関心を持っている学生ばかりではなく，そうではな

い学生に対しても刺激となる可能性がある．

また，「コミュニケーションがとれない」「英語が苦手」

など，言語を介したコミュニケーションに困難を感じて

いることがあげられていた．学内の海外研修プログラム

を希望しないと回答した学生 19 名についても，自分が

国際的活動に関わる上での支障として最も多くあげた理

由は言語ができないこと（6 名）であった．語学を苦手

とすることが学生の国際的な活動の大きな支障となって

おり，語学面へのフォローについて何らかの工夫をする

ことが，言語に起因する国際活動への関心の障壁を取り

除く具体的な試みとなると考える．これについては，３．

国際的活動に関わる際の支障において後述する．

関心を持てないことの他の理由として，「今，忙しい」

ということもあげられた．忙しさは，学内の海外研修へ

の参加を希望しない理由として最も多いものだった．看

護学部のカリキュラムは時間的余裕があまりないため，

異文化について触れ，考える機会が学内において日常的

にあることが望ましいといえる．また，今後，看護学部

のカリキュラムや時期を考慮した海外研修プログラムを

企画できれば，参加を希望する学生は増える可能性があ

ることも示唆された．

２．学生と異文化の接点

外国人の友人が「いる」と回答した学生は 8 名（23%）

であり，ほとんどの学生がいない状況であった．しかし，

「いない」と回答した学生 26 名中 20 名が外国人の友人

を作りたいと考えており，異文化に対する関心を持って

いることが示唆された．国際的な活動としては高い関心

を持っていなくても，日常的に異文化と接する機会につ

いては意欲がある学生が存在していると言える．今年度，

看護学部では，フィリピン大学大学院修士課程の学生が

看護学部の教員の指導を受けながら 3 ヶ月間の研究活動

を行った．その際，ボランティアで神戸市内の観光案内

を行う学生を募集したところ，3 名の応募があった．そ

の後，交流が進むにつれボランティア学生の数は６名ま

で増加した．英語を得意とする学生はいなかったが，楽

しく交流し，英語学習への動機を高めていた．これは，

教員の教育・研究活動が国際的つながりを持つことに

よって，間接的に学生にも国際交流の機会を与える一つ

の例であった．このように，普段の学生生活において異

文化に触れる機会が日常的にあることは，学生のニーズ

に沿ったひとつの国際交流の在り方といえる．今後，教

員や分野・領域，学部において国外の研究者との連携が

すすみ，教育や研究に関する交流が盛んに実施されるこ

とが望まれる．加えて，平成 27 年度に学内における国

際的活動として国際ランチタイム報告会を実施した．こ
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れは，海外渡航した教員や学生の活動報告を気軽に聞く

ことができる機会であり，間接的ではあるが他者の経験

を通して様々な国や地域を知ることができる．定期的な

活動として実施していくことで，多様な文化を知る機会

を提供していくことができると考える．

今回の調査で実際に使用可能な外国語について，11

名（31％）が英語と回答した．高校卒業段階の英語力の

達成目標（文部科学省）である英検準 2 級～ 2 級を取得

している学生は 8 名（23％）であった．外国語の習得に

ついて，学外で学んでいると回答した学生は 5 名（14％）

であり，ほとんどの学生は学内での学習が主であった．

他の質問項目の回答では看護学部のカリキュラムが忙し

いという理由が多くみられており，学外で学ぶ時間の確

保が難しい状況にあることも推測される．学習している

言語は英語が多く，英語以外の言語としては 1 名が韓国

語を学んでいた．本学では第二外国語としてドイツ語，

フランス語，中国語，朝鮮語，イタリア語を学ぶ機会

がある．言語と文化の間には密接な関係がある（黒木，

2014）といわれている．外国の言葉を学ぶことは，単な

る言語の学習に留まらず，学生に異なる文化への気付き

や多様な視座を与えるきっかけとなる．また，平成 27

年度の日本における在日外国人数は約 217 万人（法務省，

2016），訪日外国人数は約 1974 万人（日本政府観光局，

2016）と増加し，多様な国籍の人々が存在する．神戸市

においても登録外国人数は約 4 万 2 千人，国・地域の数

は 132 に及ぶ（神戸市，2016）．看護職者が異なる文化

や異なる言語を母国語とする人々を対象にケアに携わる

ことは，既に日常化している．また，経済連携協定（EPA）

に基づくフィリピンやインドネシアからの看護師や介護

福祉士の受け入れも既にあり，今後外国人の同僚と共に

働く機会も増加すると考えられる．学生たちが，第二外

国語など学内のカリキュラムを活用し，様々な言語に触

れることが望まれる．

渡航経験について，12 名（34%）の学生が，修学旅行

や研修，家族旅行などを通じて異文化圏に滞在した経験

を持つことが分かった．渡航先は北米地域とアジア地域

が多かった．今後行きたい国・地域として関心が寄せら

れた場所は，ヨーロッパが多く，次いでアジアや北米，

オセアニアであった．文化への関心や医療が進んでいる

というイメージがあることが理由としてあげられてい

た．学内での企画や将来の海外研修について，学生の志

向も参考にして検討したい．一方，多くの学生は渡航体

験を持たないことから，このような体験を持たない学生

に対して有用な異文化体験ができる機会を持てるよう検

討していく必要がある．また，学生が渡航に関する計画

をたてるときに，危機管理についての視点や具体的な知

識を得ることは重要である．学内においては，定期的に

渡航者対象の危機管理研修会が実施されているが，学生

自らが情報収集し，危機管理できる力を持てるよう，関

係する資源の情報を提供し，安全な渡航に向けて働きか

ける必要がある．

３．国際的活動に関わる際の支障

国際的な活動に関わる際の支障があると回答した学生

は約 3 割であった．理由は主に語学に関するもの（7 名）

と経済面（3 名）であった．語学については，外国語能

力を必要とする活動においては必要時通訳などを検討

し，学生が内容を理解し興味を持てるように支援する必

要がある．また，学内の海外研修プログラムは，外国語

を得意とする学生ばかりが参加するのではなく，苦手と

する学生であっても事前演習などのフォローアップを行

い，研修参加を通じて語学の力量形成が図れるような研

修を企画できれば，敷居を低くすることができ，かつ，

学生のコミュニケーション能力を向上させる一助になる

のではないだろうか．香月と荒井（2009）による短期海

外研修における看護学生の英語学習の認知に関する調査

から，海外研修後に英語の学習方法が分からないという

「スキル認知」が有意に低下し，学生は英語の経験型学

習である海外研修を通して，英語学習に対する抵抗感が

薄れ，研修での体験が学生にとって英語学習のヒントや

きっかけになったことを報告している．語学を苦手とす

る学生に対しても，実際に海外で英語を使う体験を支援

することにより学生の苦手意識が変化する可能性もあ

る．語学を苦手とすることを理由に国際的活動への参加

を躊躇している学生も参加してみようと思える企画が必

要と考える．本学の既存の海外研修プログラムでは，演

習と組み合わせて語学面でのフォローが行われているも

のもあるため，そのことを学生に伝えていくことも必要

であろう．

経済面に関しては，基本的には学内での活動を主軸と

することは学生への経済的負担がなく，無理がない活動

といえる．20 万円以下が可能と回答した学生が約 9 割

であったことから，今後海外研修プログラムを企画する

際には，予算についての検討と共に，この範囲を超えな

い費用設定が望ましいといえる．
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４．看護学部における国際交流活動の方向性

今年度，看護学部において国際交流推進委員会で企画

実行した活動は，国際ランチタイム報告会，外国からの

大学教員訪問時の特別講義，青年海外協力隊経験者によ

るセミナーなど学内で行える活動が中心であった．日本

における私立看護系大学の国際交流活動に関して，カ

ルデナス，西頭，月野木，小林（2013）の報告による

と，学生の海外留学・研修（66.7％），留学生の受け入

れ（38.1％），教員の海外留学・研修（26.2％），国際共

同研究（16.7％），定期セミナー・研究会（14.3％），国

際交流サークル（14.3％），遠隔授業（4.8％）であった．

海外への留学・研修といった学生自身が直接異なる文化

と接する機会を提供している大学が 7 割を占めている．

本学部の学生のニーズとしても，ホームステイ，ボラン

ティア，病院見学，大学訪問，語学留学など，直接海外

に行くことで経験できる活動への関心は高く示された．

語学に関しては本学の全学部対象の研修プログラムが存

在し，学生が活用できる機会がある．病院見学など医療

や看護に対する関心が高かったことは，看護を学んでい

る学生であるという特性が反映されていると考える．看

護学部の学生のニーズを反映した海外研修の企画を検討

することも委員会の役割として考えられる．今回の調査

では，学生が海外の医療や看護に関して具体的にどんな

ことを知りたいのかまでは明らかにできていないため，

今後の企画においては確認していく必要がある．また，

「教員の海外留学・研修」や「国際共同研究」は，学生

にとっても間接的に海外の情報に接したり，関わったり

する機会もあることから，教員学生双方にとって有用な

国際的活動と考えられる．

参加してみたい国際活動として，国内での異文化交流

と回答した者は 6 名であり，海外での活動に比較して少

なかった．活動としては関心がなくても，外国人の友人

を持ちたいという気持ちは 6 割の学生が有していること

から，異文化への関心が必ずしも低いとは言えない．講

演会に関しては本学の学生の関心は低かった．このよう

に，学生が好む国際交流の在り方を模索しながら提供で

きる機会を検討することも国際交流推進委員会の役割で

あると考える．

国際交流活動に関する課題として，人的資源の限界，

資金の乏しさ，言葉の問題，カリキュラム上の制限，不

十分な体制づくり，安全保障や宿泊先確保などの環境

的限界があることが報告されている（カルデナスら，

2013）．本学部における今後の活動においても同様の課

題は存在する．まずは，これらの学内で日常的に実施で

きる活動を継続し，定着化を図り，関心を持つ学生と持

たない学生の双方に対し，日常的に様々な文化について

知る機会を提供していくことが実行可能な活動と考え

る．これらを実行しつつ，学生の海外研修や外国の研究

者・研究機関との連携を推進し，学生や教員自らが多様

な国際交流の機会を創り出せるように活動することが必

要と考える．

５．本調査の課題

今回の結果から，看護学生が国際的活動に関わること

ができない理由に，「忙しさ」が多くあげられた．調査

を実施した時期が入学間もない 7 月であり，1 年生にとっ

ては学び方も高校生から大学生へと大きな移行の時期に

あったことが考えられる．また前期は，毎日授業があり，

空き時間がほとんどないカリキュラムであったため，時

間的余裕がない状況であったことも回答結果に影響した

可能性がある．カリキュラムの過密さは学年や選択科目

によっても違いがあり，今後は調査時期の検討や複数の

学年を対象とした調査を行い，国際的活動における看護

学生の動向を把握する必要がある．しかし，現時点にお

ける本学部生の国際活動への関心の有無やその理由を把

握する上では示唆が得られており，学部に還元していき

たい．

Ⅴ．結論

今回の調査から，国際的活動に関心を持つ学生のほか

に，関心を持っていないと回答しているが異文化には関

心を持つ学生の存在もあることが分かった．海外研修プ

ログラムは関心のある活動だが，看護学部のカリキュラ

ムによる「忙しい」という感覚や語学が苦手であるこ

と，経済的負担が支障となっていることが明らかになっ

た．学内で日常的に異なる文化や外国のことに触れる機

会を設けると共に，異なる文化での看護や医療，人々の

生活を知ることができ，加えてボランティア活動など学

生自身が考え行動する体験ができる研修プログラムの企

画についても検討が望まれる．また，学生だけではなく，

教員や分野・領域，学部においても外国の研究者や研究

組織と連携を深め交流の機会を持つことは，学生にとっ

ても国際的な活動に触れる機会を提供できる可能性があ

る．国際連携推進に向けた委員会活動の在り方の検討も

重要と考える．
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